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縄
文
時
代
の
「
西
ノ
前
」
の
く
ら
し

　
　
　居
は
「
竪
穴
住
居
」
と
呼
ば
れ
て

　
　
　お
り
、
地
面
を
掘
り
下
げ
て
屋
根

を
乗
せ
た
建
物
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　掘
り
下
げ
る
深
さ
は
70
㎝
程
度
で
中
に

は
２
ｍ
以
上
の
も
の
も
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
掘
り
下
げ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
地

面
を
平
ら
に
す
る
目
的
と
夏
は
涼
し
く
冬

は
暖
か
く
と
い
っ
た
快
適
な
生
活
を
す
る

工
夫
と
考
え
ら
れ
、
理
に
か
な
っ
た
生
活

を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　西
ノ
前
の
集
落
の
発
掘
調
査
で
は
９
棟

の
竪
穴
住
居
が
建
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
未
調
査
分
も
入
れ
る
と
推

定
100
人
の
大
き
な
集
落
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　べ
物
に
つ
い
て
、
縄
文
時
代
で
は
、

　
　
　大
型
の
動
物
を
狩
猟
し
、
そ
の
肉

を
食
べ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

実
は
発
見
さ
れ
た
遺
跡
の
「
貝
塚
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
ゴ
ミ
捨
て
場
を
調
べ
て
み
る

と
、
魚
の
骨
や
植
物
の
種
、
木
の
実
な
ど

が
数
多
く
見
つ
か
っ
て
お
り
、
大
型
の
シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
骨
は
非
常
に
少
な

く
、
主
食
は
栗
や
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
植
物

が
中
心
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　西
ノ
前
遺
跡
か
ら
も
、
狩
猟
に
使
わ
れ

た
と
見
ら
れ
る
石
器
類
が
少
な
い
た
め
、

小
動
物
や
小
国
川
の
魚
類
を
副
食
と
し
、

猿
羽
根
山
な
ど
自
然
豊
か
な
山
か
ら
採
れ

る
植
物
が
中
心
の
食
生
活
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
　
　類
は
、
「
あ
ん
ぎ
ん
」
と
い
う
日

　
　
　本
最
古
の
布
で
作
ら
れ
た
も
の
を

着
て
い
ま
し
た
。
あ
ん
ぎ
ん
は
、
麻
や
カ

ラ
ム
シ
な
ど
の
植
物
の
繊
維
が
使
わ
れ
て

お
り
、
す
だ
れ
や
俵
を
編
む
道
具
に
似
て

い
る
素
朴
な
道
具
で
編
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　西
ノ
前
の
先
住
人
も
、
出
土
し
た
土
製

品
や
石
製
品
か
ら
、
ピ
ア
ス
な
ど
の
耳
飾

り
や
腕
輪
な
ど
の
装
飾
品
を
身
に
つ
け
て

い
た
と
思
わ
れ
、
お
し
ゃ
れ
に
対
し
て
も

関
心
が
深
か
っ
た
よ
う
で
す
。

衣

食

住

風　
　
　習
と
し
て
、
粘
土
で
人
の
形
や
動

　
　
　物
の
形
を
作
り
焼
き
上
げ
た
「
土

偶
」
を
使
っ
て
お
祈
り
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

　土
偶
は
妊
娠
し
て
い
る
女
の
人
の
姿
の

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
代
は
、

乳
幼
児
の
死
亡
率
が
非
常
に
高
か
っ
た
た

め
、
平
均
寿
命
は
30
代
前
半
ぐ
ら
い
と
低

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
栗

や
穀
物
の
栽
培
も
始
ま
っ
て
お
り
、
安
産

祈
願
と
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
お
祈
り
す
る

時
の
主
人
公
的
存
在
と
し
て
土
偶
が
作
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　西
ノ
前
遺
跡
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
土
器

と
と
も
に
、
土
偶
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

そ
の
出
土
し
た
中
で
も
、
ひ
と
際
輝
い
て

い
た
５
つ
の
か
け
ら
（
頭
、
胴
体
、
腰
、

足
）
が
後
の
「
縄
文
の
女
神
」
で
す
。

縄
文
時
代
の
「
西
ノ
前
」
の
く
ら
し

特
集西ノ

前
遺
跡

特
集西ノ

前
遺
跡

衣装を着た縄文人（イメージ）

どぶ貝

遺跡の範囲

栗

竪穴住居と集落（イメージ）

西ノ前遺跡から出土した
国宝「縄文の女神」

　
「
ピ
ン
ポ
ン
パ
ン
ポ
ー
ン
♪
　
こ
ち
ら
は
防
災
ふ
な
が
た
広
報
で
す
。
…
土
偶
「
縄
文
の
女

神
」
国
宝
指
定
に
つ
い
て
答
申
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。」
４
月
20
日
、
午
後
5
時
「
縄
文
の
女
神
」
が

国
宝
と
な
る
事
を
告
げ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
町
中
に
流
れ
ま
し
た
。

　
舟
形
町
の
西
ノ
前
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
日
本
最
大
級
の
土
偶
「
縄
文
の
女
神
」。
こ
の
「
縄
文
の

女
神
」
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
作
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
？
　
西
ノ
前
遺
跡
っ
て
ど
ん
な
ん
だ
ろ
う
？

西
ノ
前
の
縄
文
人
っ
て
ど
ん
な
人
だ
ろ
う
？
　
発
見
に
至
っ
た
経
緯
は
ど
ん
な
だ
ろ
う
？
　
調
べ

て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
奇
跡
的
な
出
会
い
が
…
。

　
今
回
は
西
ノ
前
遺
跡
を
特
集
し
ま
す
。

　
「
ピ
ン
ポ
ン
パ
ン
ポ
ー
ン
♪
　
こ
ち
ら
は
防
災
ふ
な
が
た
広
報
で
す
。
…
土
偶
「
縄
文
の
女

神
」
国
宝
指
定
に
つ
い
て
答
申
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。」
４
月
20
日
、
午
後
5
時
「
縄
文
の
女
神
」
が

国
宝
と
な
る
事
を
告
げ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
町
中
に
流
れ
ま
し
た
。

　
舟
形
町
の
西
ノ
前
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
日
本
最
大
級
の
土
偶
「
縄
文
の
女
神
」。
こ
の
「
縄
文
の

女
神
」
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
作
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
？
　
西
ノ
前
遺
跡
っ
て
ど
ん
な
ん
だ
ろ
う
？

西
ノ
前
の
縄
文
人
っ
て
ど
ん
な
人
だ
ろ
う
？
　
発
見
に
至
っ
た
経
緯
は
ど
ん
な
だ
ろ
う
？
　
調
べ

て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
奇
跡
的
な
出
会
い
が
…
。

　
今
回
は
西
ノ
前
遺
跡
を
特
集
し
ま
す
。

■特集／西ノ前遺跡■特集／西ノ前遺跡
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西
ノ
前
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
偶

「
附
」
47
点

※

附
と
は
、
文
化
財
指
定
の
際
に
使
用
す
る
行
政
用
語
。

　「
付
け
た
し
」
と
同
意
語
。
こ
の
「
附
」
も
含
め
て

　国
宝
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

つ
け
た
り

「
縄
文
の
女
神
」
と
の
出
会
い

「
縄
文
の
女
神
」
と
の
出
会
い

西
ノ
前
の

　
　い
せ
き

　昭
和
61
年
度
に
国
道
13
号
尾
花
沢
新
庄

道
路
改
良
工
事
の
計
画
に
伴
い
、
県
教
育

委
員
会
で
は
遺
跡
保
護
と
開
発
事
業
と
の

調
整
を
図
る
た
め
、
「
遺
跡
詳
細
分
布
調

査
に
よ
る
表
面
踏
査
」
を
実
施
。
ス
コ
ッ

プ
1
個
の
範
囲
を
掘
り
進
め
た
と
こ
ろ
、

縄
文
時
代
の
石
器
や
土
器
な
ど
の
遺
物
が

採
集
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
遺
跡
と

登
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
時

初
め
て
、
西
ノ
前
遺
跡
が
県
の
遺
跡
地
図

に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
縄

文
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
舟
形
町
で
6
番

目
の
登
録
で
す
。
も
し
そ
の
時
、
ス
コ
ッ

プ
1
個
分
の
範
囲
で
土
器
が
採
集
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
、
何
事
も
な
く
改
良
工
事
が

進
め
ら
れ
、
重
機
に
よ
り
遺
跡
全
て
が
壊

さ
れ
、
高
規
格
道
路
の
下
に
な
っ
て
し
ま

う
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
道
路

の
計
画
が
少
し
ず
れ
て
い
て
も
遺
跡
は
気

付
か
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
思
う
と
こ
れ
は
「
き
せ
き
」
で
す
。

　西
ノ
前
遺
跡
は
、
町
立
舟
形
中
学
校
の
北
東
200
ｍ
と
奥
羽
本
線
舟
形
駅
の
西
方
約
300
ｍ

の
比
較
的
町
の
中
心
部
に
近
い
、
小
国
川
左
岸
標
高
72
ｍ
に
位
置
す
る
河
岸
段
丘
上
に
あ

り
ま
す
。
段
丘
は
北
に
向
か
っ
て
舌
状
に
張
り
出
し
、
そ
の
先
端
部
分
に
遺
跡
が
あ
り
、

山
間
部
に
近
い
と
は
い
え
、
比
較
的
日
照
に
恵
ま
れ
た
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

き

　せ

　き

　①

　平
成
３
年
８
月
、
遺
跡
の
内
容
を
把
握

す
る
た
め
の
試
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
掘
坑
か
ら
は
柱
穴
な
ど
の
遺
構
や
縄
文

土
器
な
ど
が
多
く
検
出
さ
れ
、
こ
の
調
査

の
内
容
を
基
に
平
成
４
年
に
西
ノ
前
遺
跡

の
緊
急
発
掘
調
査
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　前
期
調
査
区
は
調
査
範
囲
の
南
部
分
で

極
め
て
狭
い
範
囲
で
し
た
が
、
竪
穴
住
居

跡
の
柱
穴
群
と
、
捨
て
場
の
跡
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
捨
て
場
か
ら
大
き
な
土

偶
が
、
頭
、
胴
体
、
腰
、
足
と
バ
ラ
バ
ラ

に
３
ｍ
四
方
の
範
囲
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。

発
掘
に
携
わ
っ
た
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
の
黒
坂
雅
人
課
長
は
「
全
て
く
っ
つ
け

ば
凄
い
も
の
に
な
る
」
と
興
奮
を
抑
え
き

れ
ず
、
頭
、
胴
体
、
腰
の
３
つ
を
合
わ
せ

て
み
る
と
ピ
タ
リ
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

「
足
の
部
分
は
少
し
溶
け
て
い
た
た
め
、

こ
の
時
は
合
わ
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も

か
な
り
の
大
き
さ
だ
っ
た
の
で
、
さ
ら
に

興
奮
し
た
」
と
、
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

各
パ
ー
ツ
が
欠
損
す
る
こ
と
な
く
発
掘
さ

れ
た
こ
と
、
こ
れ
も
「
き
せ
き
」
で
す
。

き

　せ

　き

　②

西
ノ
前
の

　
　い
せ
き

こ
れ
も
国
宝

こ
れ
も
国
宝

西
ノ
前
の

　き
せ
き

西
ノ
前
の

　き
せ
き

実
際
の
出
土
当
時
の
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

出
土
し
た
時
の
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

◎
縄
文
の
女
神
豆
知
識

縄
文
の
女
神
は
、
横
か
ら
見
る
フ
ォ
ル
ム

を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
顔
や
手
を
抽
象
的

に
表
現
し
て
も
問
題
な
か
っ
た
と
か…

。

●西ノ前遺跡周辺

●西ノ前遺跡

●西ノ前遺跡分布図
深鉢型土器

「縄文の女神」の胴体部分

「縄文の女神」

のおしりの部分
「縄文の女神」

のおしりの部分

土器や土偶などの捨て場 食物を保管する貯蔵庫 貯蔵庫の調査状況

竪穴式住居の跡地

土器や土偶などの捨て場 食物を保管する貯蔵庫 貯蔵庫の調査状況

竪穴式住居の跡地

捨て場

「縄文の女神」

の左足の部分

■特集／西ノ前遺跡■特集／西ノ前遺跡

山形県埋蔵文化財センター

整理課長　黒坂雅人さん

◎◎
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　いくつかの“きせき”が重なり、私たちの前に甦った「縄文の女神」。この時代に出
会ったことも、偶然ではなく必然のような気がしてなりません。この西ノ前遺跡からわ
かったこと、豊かな自然と共存し、自らの心も豊かに生きていくことの大切さ、素晴ら
しさ…この「女神」を作った西ノ前の先住人からのメッセージを私たちは、全国そして
世界に発信していきます。今年は「縄文の女神」から目が離せません。

　文
化
財
保
護
法
に
よ
る
と
国
宝
と
は
「
重
要
文
化
財
の
う
ち
世
界
文
化
の
見
地
か

ら
価
値
の
高
い
も
の
で
、
た
ぐ
い
な
い
国
民
の
宝
た
る
も
の
。
」
と
定
義
さ
れ
ま
す
。

　簡
単
に
言
う
と
「
世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
宝
」
こ
れ
が
、
国
宝
で
す
。

1
7
，
0
0
0
点
以
上
出
土
し
て
い
る
土
偶
の
中
で
、
国
宝
と
な
っ
て
い
る
も
の
は

わ
ず
か
に
４
点
で
、
国
宝
指
定
が
ど
れ
ほ
ど
凄
い
こ
と
な
の
か
が
分
か
り
ま
す
。
ま

た
、
県
内
の
国
宝
は
「
縄
文
の
女
神
」
で
６
点
目
の
指
定
と
な
り
ま
し
た
。

　国宝のニュースを聞いて、自分のこと

のようにうれしかったです。当時、中央

公民館の日直の仕事をしていた私に発掘

のお話があり、それがきっかけで長沢親

和会が発掘作業に参加しました。20年

経過し協力者がまだ生きているうちに国

宝指定のニュースを聞けて、生きる喜び

になっています。今後は、考古学に詳し

い専門家がこの「縄文の女神」を世界に

発信していくような体制が必要ではない

でしょうか。

　国宝「縄文の女神」が僕の生まれ

た西堀から出土したことはすごく誇

りに思います。遺跡地を訪れる人た

ちみんなに遺跡のすごさとともに西

堀地区の良さも伝えていけるように

頑張りたいです。

　「これはなんだろう。文様や形から土

偶の足としか考えられないが、こんなに

大きい土偶の足は見たことがない」とみ

んなで思案し、後から、それら全部が接

合したと聞いてたいへん驚いたことを思

い出します。猛暑の中で発掘作業をして

頂いた方々の大変なご苦労があってこそ、

この国宝の土偶があるのだと思います。

本当にご苦労様でした。今後は舟形町の

誇りとして、全国に発信し、後世に伝え

ていって欲しいと願います。

国
民
の
宝
「
国
宝
」

国
宝
土
偶

４
点
の
紹
介

里帰り展
西ノ前土偶

土偶出土20周年記念

2012.6.8～10
▼場所／舟形町中央公民館
▼展示品／
　○西ノ前遺跡
　　国宝「縄文の女神」
　　土偶・土器・石器　112点
　○水木田遺跡（最上町）
　　重要文化財　38点
▼内容／
　６/８　 9：00～記念式典
　６/10  13：00～地域学講座
▼問い合わせ／
　舟形町中央公民館
　☎（32）2246

▼場所／ふながた女神の丘
▼内容／
　８/４○野焼き　　　　　　　　  ○縄文食堂
　 ○火起こし選手権　　　　  ○縄文女神コンテスト
　 ○女神の誕生日キャンドル  ○ドキ♡土器ロード など
　８/５○窯出し
▼問い合わせ／
　舟形観光情報館　☎（32）0660

縄文
炎祭
2012.8.4～5

合掌土偶

（青森県八戸市風張１遺跡）

縄文時代後期

平成21年国宝指定

高さ19.8 ㎝

縄文の女神

（山形県舟形町西ノ前遺跡）

縄文時代中期

平成24年国宝指定

高さ45.0 ㎝

齊藤 主税さん
（埋蔵文化財センター）

八鍬 朝吉さん
（内山）

沼澤 寛美さん
（一の関）

横尾 勇我さん
（西堀）

縄文のビーナス

（長野県茅野市棚畑遺跡）

縄文時代中期

平成７年国宝指定

高さ27.0 ㎝

　縄文の女神、国宝おめでとう！

『古代ロマンの里舟形町』として町

が活性化するようお手伝いできれば

幸いです。西堀地区の「ドキ♡土器

ロード」計画と「縄文炎祭」、頑張

りましょう。

・
・
・
・
・

喜
び
の
声

中空土偶

（北海道函館市著保内野遺跡）

縄文時代後期

縄文の女神

平成19年国宝指定

高さ41.5 ㎝

中空土偶

（北海道函館市著保内野遺跡）

縄文時代後期

縄文の女神

平成19年国宝指定

高さ41.5 ㎝

■特集／西ノ前遺跡■特集／西ノ前遺跡

かざはりちょ ぼ ない の

たなばたけ



山形県消防防災航空隊 分列行進 纏太鼓

　５
月
５
日
、
平
成
24
年
度
春
季
消
防
演
習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
演
習
は
、
消
防
精
神
と
団
員
の
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
災
害
に
備
え

て
実
力
の
あ
る
消
防
力
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
る
も

の
で
、
今
年
は
舟
形
消
防
団
員
や
関
係
者
ら
約
450
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　ア
ユ
パ
ー
ク
で
は
、
小
・
中
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
な
ど
、
日

頃
の
鍛
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　な
お
、
平
成
23
年
度
消
防
関
係
功
労
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

１
．
消
防
庁
長
官
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章

　本
部
付
分
団
長

　
　
　庄
司

　洋
一

○
永
年
勤
続
退
団
者

第
３
分
団
第
21
部

　
　佐
藤

　
　隆

第
３
分
団
第
21
部

　
　庄
司

　松
雄

第
５
分
団
第
８
部

　
　相
馬

　正
敏

第
４
分
団
第
19
部

　
　後
藤

　誠
一

第
５
分
団
第
９
部

　
　斎
藤

　義
和

第
７
分
団
第
20
部

　
　松
井

　
　浩

第
５
分
団
第
９
部

　
　小
國

　高
利

第
５
分
団
第
８
部

　
　相
馬

　勝
男

 

２
．
山
形
県
知
事
表
彰

○
金
条
章

　第
４
分
団
第
19
部

○
特
別
功
労
章

第
５
分
団
分
団
長

　
　奥
山

　康
一

第
７
分
団
副
分
団
長

　小
野

　昌
寛

○
功
労
章

第
２
分
団
第
２
部

　
　大
場

　敏
次

第
２
分
団
第
３
部

　
　伊
藤

　忠
一

第
３
分
団
第
５
部

　
　沼
澤

　一
征

第
５
分
団
第
８
部

　
　曽
根
田

　満

第
５
分
団
第
11
部

　
　阿
部

　一
治

第
１
分
団
第
１
部

　
　石
川

　欽
弥

第
５
分
団
第
８
部

　
　叶
内

　
　智

○
功
績
章

第
６
分
団
分
団
長

　
　加
藤

　勝
也

第
２
分
団
副
分
団
長

　大
場

　清
志

第
４
分
団
第
７
部

　
　大
場

　義
洋

第
４
分
団
第
18
部

　
　伊
藤

　博
明

○
精
錬
章

第
１
分
団
分
団
長

　
　伊
藤

　
　晋

第
３
分
団
副
分
団
長

　沼
澤

　
　太

第
５
分
団
副
分
団
長

　森

　
　英
利

第
４
分
団
第
19
部

　
　庄
司

　直
也

第
２
分
団
第
３
部

　
　野
尻

　和
彦

○
永
年
勤
続
退
団
者

第
３
分
団
第
21
部

　
　佐
藤

　
　隆

第
３
分
団
第
21
部

　
　庄
司

　松
雄

第
５
分
団
第
８
部

　
　相
馬

　正
敏

第
４
分
団
第
19
部

　
　後
藤

　誠
一

第
５
分
団
第
９
部

　
　斎
藤

　義
和

第
７
分
団
第
20
部

　
　松
井

　
　浩

第
５
分
団
第
９
部

　
　小
國

　高
利

第
５
分
団
第
８
部

　
　相
馬

　勝
男

 

３
．
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章

　本
部
付
分
団
長

　
　
　渡
部

　広
行

○
精
錬
章

　第
４
分
団
副
分
団
長

　髙
山

　
　守

 

４
．
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
優
良
章

第
１
分
団
第
10
部

　
　伊
藤

　英
一

第
２
分
団
第
３
部

　
　野
尻

　和
彦

第
５
分
団
第
８
部

　
　西
尾

　
　茂

第
３
分
団
第
５
部

　
　佐
藤

　秀
人

第
３
分
団
第
21
部

　
　庄
司

　一
明

第
４
分
団
第
18
部

　
　斎
藤

　慎
也

第
６
分
団
第
15
部

　
　矢
作

　照
彦

第
７
分
団
第
13
部

　
　冨
樫

　雅
人

○
永
年
勤
続
表
彰

　35
年

第
２
分
団
第
17
部

　
　沼
澤

　秀
勝

第
２
分
団
第
17
部

　
　大
場

　
　好

○
永
年
勤
続
表
彰

　30
年

第
７
分
団
第
20
部

　
　佐
藤

　
　司

第
７
分
団
第
13
部

　
　東
海
林
幸
雄

第
３
分
団
第
21
部

　
　佐
藤

　茂
実

第
３
分
団
第
21
部

　
　庄
司

　一
明

第
３
分
団
第
21
部

　
　庄
司

　和
義

○
永
年
勤
続

　25
年

第
５
分
団
第
８
部

　
　西
尾

　
　茂

第
２
分
団
第
17
部

　
　仲
野

　友
康

第
２
分
団
第
３
部

　
　伊
藤

　洋
一

第
２
分
団
第
３
部

　
　伊
藤

　久
幸

第
５
分
団
第
８
部

　
　小
國

　
　靖

第
５
分
団
第
11
部

　
　狩
野

　利
彦

第
５
分
団
第
11
部

　
　狩
野

　信
喜

○
永
年
勤
続
表
彰

　20
年

第
２
分
団
副
分
団
長

　大
場

　清
志

第
７
副
分
団
長

　
　
　小
野

　昌
寛

第
２
分
団
第
２
部

　
　大
場

　敏
次

第
４
分
団
第
19
部

　
　庄
司

　直
也

第
７
分
団
第
13
部

　
　小
野

　和
好

第
１
分
団
第
10
部

　
　渡
邊

　幸
光

第
３
分
団
第
６
部

　
　星
川

　芳
德

第
５
分
団
第
８
部

　
　豊
岡

　
　隆

第
５
分
団
第
８
部

　
　豊
岡

　行
義

第
５
分
団
第
８
部

　
　相
馬

　崇
志

第
５
分
団
第
９
部

　
　山
科

　秀
樹

第
５
分
団
第
11
部

　
　逸
見

　秀
明

第
６
分
団
第
12
部

　
　安
達

　
　理

第
７
分
団
第
13
部

　
　後
藤

　陽
三

○
永
年
勤
続
表
彰

　15
年

第
５
副
分
団
長

　
　
　森

　
　英
利

第
３
分
団
第
４
部

　
　沼
澤

　和
幸

第
２
分
団
第
２
部

　
　大
場

　宗
一

第
１
分
団
第
16
部

　
　八
鍬

　勝
也

第
１
分
団
第
16
部

　
　斉
藤

　和
彦

第
３
分
団
第
４
部

　
　沼
澤

　辰
成

第
６
分
団
第
12
部

　
　髙
山

　和
也

第
１
分
団
第
１
部

　
　伊
藤

　
　力

第
１
分
団
第
10
部

　
　阿
部

　一
志

第
１
分
団
第
16
部

　
　伊
藤

　宏
一

第
２
分
団
第
３
部

　
　伊
藤

　
　淳

第
３
分
団
第
21
部

　
　庄
司

　隆
則

第
４
分
団
第
19
部

　
　海
藤

　友
幸

第
４
分
団
第
19
部

　
　小
林

　
　良

５
．
最
上
支
部
長
表
彰

○
銀
条
章

第
４
分
団
第
18
部

○
優
功
章

第
５
分
団
分
団
長

　
　奥
山

　康
一

第
６
分
団
分
団
長

　
　加
藤

　勝
也

第
１
分
団
第
１
部

　
　石
川

　
　憲

○
精
励
章

第
１
分
団
第
10
部

　
　伊
藤

　嘉
康

第
３
分
団
第
21
部

　
　庄
司

　太
郎

第
２
分
団
第
２
部

　
　髙
橋

　雄
一

第
５
分
団
第
11
部

　
　工
藤

　英
一

○
家
族
功
労
者

第
５
分
団
第
８
部

　
　
　
　
　西
尾

　茂
（
妻
）
美
千
代

６
．
町
長
表
彰

○
優
良
団
員

第
１
分
団
第
１
部

　
　伊
藤

　勝
正

第
１
分
団
第
10
部

　
　木
村

　正
彦

第
２
分
団
第
２
部

　
　沼
澤

　一
樹

第
２
分
団
第
２
部

　
　大
場

　宗
一

第
２
分
団
第
２
部

　
　浅
沼

　
　敏

第
３
分
団
第
６
部

　
　枝
松

　
　智

第
７
分
団
第
13
部

　
　信
夫

　直
之

第
５
分
団
第
８
部

　
　豊
岡

　和
則

第
５
分
団
第
８
部

　
　豊
岡

　
　隆

第
５
分
団
第
９
部

　
　進
藤

　
　純

第
５
分
団
第
９
部

　
　加
藤

　
　徹

第
５
分
団
第
11
部

　
　斎
藤

　一
宏

第
５
分
団
第
11
部

　
　齊
藤

　伸
也

○
永
年
勤
続
表
彰

　35
年

第
２
分
団
第
17
部

　
　沼
澤

　秀
勝

第
２
分
団
第
17
部

　
　大
場

　
　好

○
永
年
勤
続
表
彰

　30
年

第
７
分
団
第
20
部

　
　佐
藤

　
　司

第
７
分
団
第
13
部

　
　東
海
林
幸
雄

第
３
分
団
第
21
部

　
　佐
藤

　茂
実

第
３
分
団
第
21
部

　
　庄
司

　一
明

第
３
分
団
第
21
部

　
　庄
司

　和
義

○
永
年
勤
続
表
彰

　25
年

第
５
分
団
第
８
部

　
　西
尾

　
　茂

第
２
分
団
第
17
部

　
　仲
野

　友
康

第
２
分
団
第
３
部

　
　伊
藤

　洋
一

第
２
分
団
第
３
部

　
　伊
藤

　久
幸

第
５
分
団
第
８
部

　
　小
國

　
　靖

第
５
分
団
第
11
部

　
　狩
野

　利
彦

第
５
分
団
第
11
部

　
　狩
野

　信
喜

○
永
年
勤
続
表
彰

　20
年

第
２
分
団
副
分
団
長

　大
場

　清
志

第
７
分
団
副
分
団
長

　小
野

　昌
寛

第
２
分
団
第
２
部

　
　大
場

　敏
次

第
４
分
団
第
19
部

　
　庄
司

　直
也

第
７
分
団
第
13
部

　
　小
野

　和
好

第
１
分
団
第
10
部

　
　渡
邊

　幸
光

第
３
分
団
第
６
部

　
　星
川

　芳
德

第
５
分
団
第
８
部

　
　豊
岡

　
　隆

第
５
分
団
第
８
部

　
　豊
岡

　行
義

第
５
分
団
第
８
部

　
　相
馬

　崇
志

第
５
分
団
第
９
部

　
　山
科

　秀
樹

第
５
分
団
第
11
部

　
　逸
見

　秀
明

第
６
分
団
第
12
部

　
　安
達

　
　理

第
７
分
団
第
13
部

　
　後
藤

　陽
三

○
永
年
勤
続
表
彰

　15
年

第
５
副
分
団
長

　
　
　森

　
　英
利

第
３
分
団
第
４
部

　
　沼
澤

　和
幸

第
１
分
団
第
１
部

　
　伊
藤

　
　力

第
１
分
団
第
10
部

　
　阿
部

　一
志

第
２
分
団
第
２
部

　
　大
場

　宗
一

第
１
分
団
第
16
部

　
　八
鍬

　勝
也

第
１
分
団
第
16
部

　
　斉
藤

　和
彦

第
３
分
団
第
４
部

　
　沼
澤

　辰
成

第
６
分
団
第
12
部

　
　髙
山

　和
也

第
１
分
団
第
16
部

　
　伊
藤

　宏
一

第
２
分
団
第
３
部

　
　伊
藤

　
　淳

第
３
分
団
第
21
部

　
　庄
司

　隆
則

第
４
分
団
第
19
部

　
　海
藤

　友
幸

第
４
分
団
第
19
部

　
　小
林

　
　良

 

７
．
団
長
表
彰

○
優
良
分
団

第
４
分
団

○
優
良
部

第
４
分
団
第
19
部

平成24年度全国統一防火標語

「消すまでは　出ない行かない　離れない」「消すまでは　出ない行かない　離れない」

平成24年度春季消防演習 放水訓練

9｜広報ふながた 24.5 広報ふながた 24.5｜8



11｜広報ふながた 24.5 広報ふながた 24.5｜10

井上　絢翔くん 木村　陸飛くん 豊岡　怜央くん 山科　瀬那くん 叶内　遥菜さん 信夫　那月さん 進藤　美空さん 溝口　葵さん 森　くるみさん井上　絢翔くん 木村　陸飛くん 豊岡　怜央くん 山科　瀬那くん 叶内　遥菜さん 信夫　那月さん 進藤　美空さん 溝口　葵さん 森　くるみさん

富長小学校
４年生の
みなさん

富長小学校
４年生の
みなさん

ぼくたち
わたしたちの
ぼくたち
わたしたちの



〈テーマ〉
○舟形町の四季、自然、人々の暮らし、
　文化、生活、風景など、舟形町の魅力を
　撮影した作品
　※撮影地及び被写体ともに舟形町内に限ります。
〈応募資格〉
○プロ・アマを問わず、だれでも応募可能。
〈応募作品〉
○四つ切り・四つ切りワイドのプリント
（ホームプリンターで印刷した作品は除きます。）
○縦位置・横位置、モノクロ・カラーいず
　れも自由です。
○未発表で未加工のものに限ります。
○被写体の肖像権など、他者の権利を含む
　著作権を使用する場合は、必ず権利者の
　承諾を得てください。
○町PRに使うため作品は返却しません。
〈応募方法〉
○お一人様、３点まで。
（作品１点に、１枚の応募票を添付）
〈賞品〉
グランプリ　１点（10,000円程度の特産品）
優　秀　賞　２点（ 5,000円　　〃　　　）
入　　　選　２点（ 4,000円　　〃　　　）
佳　　　作　２点（ 3,000円　　〃　　　）
〈〆切〉
平成25年１月31日
＜申込み・問い合わせ＞
舟形町産業振興課商工観光班
☎（32）2 1 1 1（内線423）

主催／舟形町・舟形町観光協会

豊かな自然　温かい暮らし、残したい文化
「舟形町の魅力」を写真を通して表現して
みませんか

「妹」

「パパありがとう！
」

「実のり」

同時募集!

ご家庭に眠る昔の舟形町の写真
をお持ちの方は舟形町産業振興
課までご連絡ください。
※応募者全員に若あゆ温泉
　チケットをプレゼント
大切なお写真だと思いますの
　　で、お近くの写真店へ
　　　相談の上、コピーで
　　　の応募も可能です。

特別企画

「舟形町おもひで写真館」
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平成24年度
舟形フォトコンテスト開催!
平成24年度
舟形フォトコンテスト開催!

65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料
　　基準額　月額 5,000円（1,000円増）

　高齢化の進展や介護サービス需要等を総合的に検討し、高齢者が安心して暮らせる介護サービスを

提供するため、平成24～26年度の介護保険料を決定しました。

・高齢者の所得に応じ、きめ細かな所得段階を設定。

・特例４段階の被保険者の負担軽減を継続。

・一定所得額の被保険者に対して、第８段階を設定。

・住民税の課税状況による基準保険料額に対する比率を、0.5～1.7倍に設定。

所得段階 対 　 象 　 者
基準額
に対す
る比率

平成24～26年度
保険料

介護予防教室の様子

月　額 年　額

第１段階
生活保護を受けている人、老齢福祉年金の受給者で世帯

全員が住民税非課税の人

世帯全員が住民税非課税で、課税対象となる年金収入額

＋合計所得金額が80万円以下の人

世帯に住民税課税者がいる住民税非課税の人で、課税対

象となる年金収入額＋合計所得金額が80万円以下の人

本人が住民税課税で、世帯に住民税課税者がいる人で、

 特例４段階に該当しない人

本人が住民税課税で、合計所得金額が125万円以上190万

円未満の人

本人が住民税課税で、合計所得金額が190万円以上400万

円未満の人

世帯全員が住民税非課税で、第２段階に該当しない人

本人が住民税課税で、合計所得金額が125万円未満の人

本人が住民税課税で、合計所得金額が400万円以上の人

第２段階

第３段階

　特例

第４段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

※対象年金は、老齢（退職）年金・遺族年金・障害年金です。老齢福祉年金は対象外です。

▼問い合わせ／舟形町健康福祉課健康介護班　☎（32）2 1 1 1（内線354）

30,000円

30,000円

45,000円

50,000円

60,000円

69,000円

75,000円

90,000円

102,000円

2,500円

2,500円

3,750円

4,500円

5,000円

5,750円

6,250円

7,500円

8,500円

0.50

0.50

0.75

0.90

1.00

1.15

1.25

1.50

1.70

所得段階

保険料率

平成24～26年度の段階別保険料

平成24～26年度の
　  　介護保険料が決まりました



ま
ち
の
わ
だ
い

ま
ち
の
わ
だ
い

舟
形
町
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
「
Ｏ
ｈ
！
Ｎ
ｅ
ｗ 

ｎ
ｅ
ｗ 

ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
」
は
新
鮮
な
情
報
が
満
載
。

▼
舟
形
町
Ｈ
Ｐ  http://w

w
w
.tow
n.funagata.yam

agata.jp/

　５月７日、西ノ前土偶「縄文の女神」の国宝答申を受け
て、吉村美栄子山形県知事が現地を視察しました。奥山町
長が同行し、出土地付近へのモニュメント建築の計画や６
月８日からの「里帰り展」についての説明を行いました。
それに対し、吉村知事からは、「『女神』らしく、柔らか
くやさしい感じがいいですね。」とアドバイスをいただき
ました。
　なお、縄文の女神PRのアイディアをみなさんから引き
続き募集しています。

　５月15日、西堀公民館で縄文土器陶芸教室が行われ、
西堀町内会の女性部の方など、約25名が参加しました。
舟形焼き薫風窯の金寛美先生の指導のもと土器をつくり
あげました。この教室は、８月４日から西堀のふながた
女神の丘で開催される縄文炎祭の際に、作成した土器に
花を飾り周辺道路を彩ろうと企画されたものです。
　参加者の１人は、「土いじりはすごく楽しい。炎祭が
とても楽しみです。みんなで盛り上げましょう。」と話
していました。

　５月17日、町内の小学校５年生の交流学習
を兼ねた外国語活動が舟形小学校で行われまし
た。平成15年度から全国に先駆けて行なって
いる舟形町の外国語（英語）活動。日本の英語
教育の第一人者、阿部フォード惠子先生を招い
ての活動を行なっています。
　今回は音楽に合わせて身振り手振りで英語を
交え、まわりの友達とコミュニケーションをと
りました。

　５月14～15日、若鮎交流塾（塾長叶内富夫さ
ん）が仙台市立富沢中学校の２年生約120名の体験
教育旅行の受け入れを行いました。生徒たちは、田
植えと枝打ちなどの農林業体験をした後、町内41軒
の民泊先へ宿泊して、山菜など旬の郷土料理を味わ
い町の魅力を満喫していました。
　若鮎交流塾では田舎の「暮らし・遊び・食・文
化」体験を通して、里地里山の保全と、楽しみとな
る交流を目指して、毎年受け入れをしています。

　５月17～18日、仙台市立五橋中学校の２年生、
223名が野外活動で舟形町を訪れました。６年目を
迎え今年も田植え、畑作業などの農作業体験を行い、
家庭に民泊して交流を深めました。生徒の一人は
「自分で打ったそばを初めて食べました。とてもお
いしかったです。」と話してくれました。
　ご協力いただいた民泊先の83戸のご家庭のみなさ
ん、暖かく迎えてくださった地域のみなさん、本当
にありがとうございました。
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わ だ い ①
吉村知事と縄文の女神

縄文土器陶芸教室
わ だ い ②歓迎！　五橋中

わ だ い ④

わ だ い ⑤
英語でコミュニケーション

わ だ い ③
若鮎交流塾

　５月16日、光生園が震度５強の地震発生を想

定した合同防災訓練を開催。最上広域消防南支

署、町消防団、木友自主防災組織さくら会の方

なども参加し、避難誘導訓練や初期消火訓練を

行いました。

　はじめまして、５月７日から舟形観光情報館で

働いている神山（こうやま）佳奈枝です。東京か

ら来たばかりで分からないことだらけですが、舟

形の魅力を発見・発信していきます。よろしくお

願いします。

　第57回県縦断駅伝競走大会が行われ、２日目

の４月28日に舟形町を通過しました。舟形町か

らは山口大陽選手が、計２区間を力走。特に第

７区（藤島－狩川）では区間３位となり、新庄

最上チームを引っ張りました。

　５月11日、地域密着型福祉複合施設ほな

みで、恒例となった舟形第２老人クラブと合

同の花見が行われ、約40人が参加ました。

本陣桜を眺めながら、昼食会や歌とゲームに

笑顔が咲きました。

　ティーボールとは、止まっているボールを

打つ、野球によく似たゲームです。５月12日、

舟形ビッグサンダーズが山形県ティーボール

大会地区予選で第３位となり、７月開催の県

大会への切符を手にしました。

　５月11日、舟形町グラウンドゴルフ協会

オープニング大会があゆっこ村特設コースで

開催され、約50人が参加しました。竹屋ス

エ子さん（紫山）が、２つのホールインワン

を達成するなどし、見事に優勝しました。

山ちゃん日記 Vol.14
　雪解けの遅い春でしたが、一斉に農作業が始まり、ようやく春ら
しくなってきました。
　４月26日におかひじき、行者にんにくの栽培倶楽部の総会を行い、
今年度の生産出荷体制について話し合いました。
　５月８日にはおかひじきのほ場見学を行い、情報交換を行いまし
た。舟形町のおかひじきは非常に人気が出てきており、まだまだ出
荷量が足りません。今年度は、栽培技術をレベルアップして収量を
上げ、多くの消費者に届けたいと思っています。
▼問い合わせ／チャレンジ農業実践塾（舟形町産業振興課農政班）
　　　　　　　☎（32）2111（内線426）

4年目がスタート
～チャレンジ農業実践塾通信～

おかひじきのほ場で



あなたの声をお寄せ下さい

まちづくり課 企画調整班
☎（32）2111（内線313）

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。

（
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）

　失
明
や
腎
不
全
の
原
因
の
多

く
は
糖
尿
病
。
早
期
発
見
の
た

め
の
定
期
受
診
が
大
切
で
す
。

今
回
の
糖
負
荷
試
験
は
か
く
れ

糖
尿
病
（
食
後
高
血
糖
）
を
発

見
す
る
の
に
適
し
た
検
査
で
す
。

５
年
に
１
回
の
糖
尿
病
検
診
を

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
／
長
沢
地
区
に
住
む
35

歳
以
上
の
方
（
昭
和
52
年
５
月

31
日
以
前
生
ま
れ
の
方
）

▼
場
所
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
月
日
／
６
月
10
日
（
日
）
・

17
日
（
日
）
の
ど
ち
ら
か

▼
受
付
時
間
／

午
前
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

（
午
前
９
時
〜
11
時
に
終
了
）

▼
内
容
／
糖
負
荷
試
験
、
眼
科

検
診
、
血
圧
測
定
な
ど

▼
そ
の
他
／
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
注

射
を
行
な
っ
て
い
る
方
、
血
糖

降
下
剤
を
内
服
さ
れ
て
い
る
方

は
対
象
外

▼
問
い
合
わ
せ
／

舟
形
町
健
康
福
祉
課
健
康
介
護
班

☎
（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
351
）

　６
月
か
ら
毎
週
木
曜
日
の
午

後
は
往
診
の
た
め
、
薬
の
処
方

を
含
め
休
診
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
ふ
な
し
ん

☎
（
32
）
３
３
０
０

萌
黄
染
む
裏
山
を
背
に
男
の
子
ら
の
打
ち
た
る
球
は
遥
か
飛
び
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　
　
　佐

　藤

　景

　雄
（
沖
の
原
）

花
見
む
と
琴
の
音
流
る
浅
草
に
友
と
睦
み
て
甘
酒
を
酌
む

　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　
　
　布

　川

　芙
美
子
（
横
浜
市
）

小
国
河
畔
寒
き
夏
な
り
い
に
し
え
の
縄
文
人
は
い
か
に
過
し
や

　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　
　
　佐

　藤

　和

　夫
（
西

　
　堀
）

【
千
風
会
「
雪
解
け
、
さ
み
だ
れ
」
】

雪
解
川
に
ご
り
さ
か
ま
き
し
ぐ
れ
来
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四
方
桜
ふ
ぶ
き
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ら
し
て
流
る
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風
会
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ろ
み
（
木
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青
柳
の
芽
の
出
づ
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む
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川
岸
を
ま
ん
ま
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と
明
日
を
う
る
ほ
す
最
上
川

　
　
　
　
　
　
　千
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会
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（
真
木
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五
月
晴
れ
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に
揺
れ
ゐ
る
子
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服
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け
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の
香
り
新
緑
の
匂
ひ

　
　
　
　
　
　
　千
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会

　
　
　
　
　
　
　吉

　田

　智

　子
（
盛
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市
）

今
年
ま
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満
開
の
さ
く
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き
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に
幸
お
お
か
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し
姑
の
一
周
忌
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風
会

　
　
　
　
　
　
　大
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代
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（
長
沢
第
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雪
解
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ど
ろ
き
下
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さ
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だ
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を
は
じ
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つ
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真
白
し
新
緑
の
中
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会
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（
長
沢
第
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雪
に
倦
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花
ま
ち
あ
ぐ
み
て
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の
ご
と
い
ま
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新
緑
さ
み
だ
れ
に
映
ゆ
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会
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　山
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仙
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滝
桜
し
だ
れ
て
に
ほ
は
ば
早
乙
女
の
長
髪
に
ほ
ヘ
り
し
ぐ
れ
降
る
宵
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会
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鶴
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咲
く
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よ
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桜
か
な
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会
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初
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の
会
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遠
き
日
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の
会
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侮
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の
会
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神
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会
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長
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囀
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に
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押
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の
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の
会

　
　
　
　
　
　
　高

　橋

　ふ
き
子
（
長
沢
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喪
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に
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ら
は
ら
は
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散
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桜

　
　
　
　
　
　
　未
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の
会
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（
長
沢
第
三
）

風
に
舞
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大
地
彩
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桜
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　未
来
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会
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　田

　明

　美
（
舟
形
第
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）

道
す
が
ら
刃
の
ご
と
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春
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月

　
　
　
　
　
　
　未
来
図
の
会

　
　
　
　
　真

　見

　七

　生
（
舟
形
第
四
）

花
冷
え
の
玉
こ
ん
一
本
温
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を
り

　
　
　
　
　
　
　未
来
図
の
会

　
　
　
　
　小

　野
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知
子
（
舟
形
第
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）

花
吹
雪
手
櫛
で
分
け
る
乱
髪

　
　
　
　
　
　
　未
来
図
の
会

　
　
　
　
　鈴

　木

　谷
五
郎
（
西
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）

糖
尿
病
検
診
を
受
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よ
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！

ふ
な
し
ん
の

　
　
　診
療
時
間
の
変
更

新
刊
書
の
紹
介

（
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）

「夢は見るものではなくかなえる
もの」これは、彼女が中学生のと
きから心に持ち続けてきた言葉で
す。「あきらめない自分」をつく
るヒントが、きっと見つかります。

　「おとうさんはウルトラマン」の
作者であり、４人の子どものおと
うさんである絵本作家宮西達也が
贈る、おとうさんに読んでほしい
育自書。

夢
を
か
な
え
る

お
父
さ
ん
の
育
自
書

宮
西

　達
也
／
著

澤

　穂
希
／
著

　美しい四季・歴史・伝統・文化が輝く舟形町には、魅力あるお宝（農産物・
郷土料理・伝統工芸品）がたくさんあります。そのお宝を全国にＰＲしていく
のが「めがみちゃん」の役割りです。
「めがみちゃん」を「オリジナルのお菓子やグッズなどの商品にして販売した
い」「商品のパッケージにデザインしたい」「ＰＴＡの会報誌に使いたい」
「名刺のワンポイントに使いたい」などで活用いただくことができます。
　町民のみなさんはもちろん、企業、団体のみなさんも、
届け出ていただくことにより無料で使用することができ
ます（営利目的の場合は申請が必要です）ので、ぜひ、
ご活用ください。
　使用手続きについては、町ホームページ「縄文のめがみ
ちゃんサイト」をご覧いただくか産業振興課へお問い合わせください。
めがみちゃんと一緒に、舟形町をどんどんPRしていきましょう！
▼舟形町ＨＰ／http://www.town.funagata.yamagata.jp/
▼問い合わせ／舟形町産業振興課商工観光班　☎0233（32）2111（内線423）

舟形町の広報大使
縄文の「めがみちゃん」
を活用ください！

舟形町の広報大使
縄文の「めがみちゃん」
を活用ください！

めがみちゃん
～プロフィール～
性別：女

出身地：舟形町舟形字西ノ前
誕生日：８月４日
身長：45㎝

チャームポイント：長い足
趣味： 鮎漁
得意技：お祈り
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ゆ
き
げ
が
わ

あ
お
や
ぎ

つ
く
し

う

は
な

よ

も

か

　は
ん

じ
ょ
う
も
ん
び
と

す
ぐ

短
歌

俳
句 舟

形
文
芸
ひ
ろ
ば

家
庭
可
燃
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

６月の納期

タバコは町内で買いましょう。
３月のタバコ税は1,210,916円

６月の舟形若あゆ温泉の
休館日は、13日㈬

忘れずに納税しましょう。

舟形町立舟形小学校
舟形町立堀内小学校
舟形町立富長小学校
舟形町立長沢小学校

舟形町役場（５月10日測定）
ヨウ素、セシウム…不検出

0.04
0.05
0.04
0.05

0.05
0.06
0.05
0.05

○空間放射線量測定結果

○水道水に含まれる放射性物質測定結果

（４月25日測定）

測定場所 測定値（μsv/h）
1m0.5m

◆町県民税

７月２日（月）まで

不法投棄は犯罪です
5月と10月は不法投棄パトロール強化月間です。

町民みんなで監視しましょう。
5月と10月は不法投棄パトロール強化月間です。

町民みんなで監視しましょう。

　山道などの道路脇への「不法投棄」が増加しています。不法投棄をした人は『廃棄物の処理及び
清掃に関する法律』により５年以下の懲役または、１千万以下の罰金に処せられます。
　また、町環境美化条例でも不法投棄は禁止されています。
　▼問い合わせ／舟形町健康福祉課健康介護班　☎（32）2111（内線352）

さ
く
ら
し
べ



「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

男

女

計

世帯

人口と世帯

：3,003人

：3,110人

：6,113人

：1,922世帯

（＋７）

（－１）

（＋６）

（＋23）

（  ）は
前月比

（現在）

選挙人名簿登録者数

男性　2,479人
女性　2,680人 計5,159人

(３/２現在）

４
30

◆自分を一言で言うと？……
◆現在のあなたは？…………

◆座右の銘は？………………
◆尊敬する人は？……………
◆趣味は何ですか？…………
◆今一番欲しいものは？……
◆舟形町の良いところ………
◆10年後の舟形町は？……

◆最後に成人式を迎えるにあたって…

犬
更生施設で支援員をしています。遅刻欠勤は
しない！辞めると言わない！ように心掛けて
います。
明日は明日の風が吹く
やはり母かなっ！
犬と散歩しながらの運動
半年くらいの有給休暇とお金
風景が綺麗～っ！
舟形町から出なくても買い物ができるように
なってほしい。
成人になるまで育ててくれた母に感謝してま
す。同級生のみなさん成人式で会いましょう！

丹　　弥子 さん（向 山） camera
  angle

camera
  angle

成人式を迎えます！成人式を迎えます！

飲酒運転撲滅強化旬間

○いつもの道でも油断せず「いつでも、どこでも、安全確認」をしよう。
○夕方からの外出は、「見られて安全」明るい服装でピカピカ光る夜光反射材を身に着けよう。
○交通安全の声掛けや見守り活動など、地域ぐるみで高齢者を交通事故から守ろう。
　○子どもや高齢者を見かけたら、その行動に注意をするとともに、横断歩道以外の場所でも
　「止まって、渡してあげる」思いやり運転を実践しよう。
○「しっかり止まって、しっかり確認」の徹底をしよう。
○「しっかり前を見て運転」を励行しよう。
　
○交通安全の声掛けや見守り活動など、地域ぐるみで高齢者を交通事故から守ろう。

みんなで実践　交通安全！

実施期間　平成24年６月１日（金）～10日（日）
◎家庭、職場、地域から飲酒運転を絶対に出さない「声掛け」を徹底しよう。
◎飲酒運転は　「絶対にしない！　させない！　許さない！」を徹底しよう。

歩
行
者

運
転
者

地
域

№１

や   こ

４月２日～５月１日届出分

○掲載を希望しない方は、届出の際

　に申し出てください。

実 栗 屋

洲　　崎

73（研　広）

77（広　光）

森　　勝善

荒澤　　武

◆□おくやみ申し上げます（世帯主）

野 石川　　侑（　 　）晃
美　紀

長沢第３ 齊藤　煌央（　 　）
こう

せいと

ゆう

敦
恵　美

舟形第３ 柴田　惺翔（　 　）寛　之
佐江子

けんしん

小　　松 鈴木　謙真（　 　）慎一郎
千　春（　 　）

れんと

長 者 原 叶内　蓮斗（　 　）雄　一
希

□お誕生おめでとう◆

馬　　形

長 　 尾

　中島　浩章

（八鍬）由美

富田第１

相模原市

　曽根田大介

（天野）友佳

洲　　崎

東 根 市

　荒澤　　光

（髙垣）明日香

□ご結婚おめでとう◆

緑のふるさと協力隊

井村君がいく
緑のふるさと協力隊

井村君がいく
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６
月
24
日
は
、
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・
性
能
検
査
で
す
。

まちづくり課　No.325

集村プロジェクト「緑のふるさと」
協力隊の井村亮太です。
　西南部地区を中心に農
作業のお手伝いをしてい
ます。

～地域おこし協力隊員のつぶやき～～地域おこし協力隊員のつぶやき～
「舟形に恋して」と「舟形に来てほしい（来い）」という
想いを込めタイトルを「舟恋」にしました☆

　地域の方と一緒に活動する「地域おこし協力隊」の飯田雅子と小林信之です。私たちが舟形町の

魅力を発見し、地域のみなさんにお伝えしていきます。

～Vol.2～

今月のまちゃ隊員

ふ な

枝打ち体験

御神輿

こ い

　福寿野祭り参加しました。
各戸をまわり、五穀豊穣と
繁栄を願って御神輿をワッ
ショイ！食いしん坊の私は
振る舞われるお料理に舌鼓♪
いろんな方に声をかけてい
ただいて、町内会の一員に
なった気分でした。

　農作業や地域活動のお手伝いをしています。

みなさんから良くしてもらい感謝感謝(^o^)です。

最近は、仙台からの中学生受入スタッフとして、

自然体験の補助などを経験。生徒たちが笑顔で

帰っていくのを見て、とても充実した達成感を

得ることができました。またイベントづくりな

ど挑戦してみたいと思います。

▼連絡先　☎（32）2111 内線424

　ここでは書ききれない日々の活動や暮らしのこと、想いを綴った日記（ブログ）を

インターネットで公開しています。ご意見・応援のメッセージなどをお寄せください。

●飯田雅子ブログ『Earth Dayな日々』http://www.treep.jp/blog/earthday/
★小林信之ブログ『アユオの活動物語』http://funagataayuo.blog.fc2.com/

今月のこばやし隊員
　若鮎交流塾と富沢中学校
の交流体験に参加しました!
中学2年生約120名が、田
植え体験と枝打ち体験を満
喫していました！私も枝打
ち体験は初めてで、インス
トラクターの大場先生の話
は大変勉強になりました。

舟恋舟恋
新 企 画新 企 画
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の
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　郵便ハガキに、○に入る答えと住所・氏名・電話番号を
明記してご応募ください。【〆切：６/８必着】
▼応募先／〒999－4601　舟形町舟形263
　舟形町役場　広報ふながたクイズ係
　メールからの応募もできます。
▼アドレス／info@town.funagata.yamagata.jp
※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

★
広
報
ふ
な
が
た
ク
イ
ズ
！

「
１
名
様
に
若
あ
ゆ
温
泉
入
浴
券

　
　
　
（
２
回
分
）」プ
レ
ゼ
ン
ト

6月8日～10日に開催

先々月の答え…まちゃ

西ノ前土偶○○○展

　平
成
22
年
度
、
町
の
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
を
活
用
し
、
地
域
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
な
っ
た
長
尾
町
内
会
。
そ
の
後

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　長
尾
町
内
会
は
34
戸
の
小
さ
な
町
内
会
で
あ
り
な
が
ら
も
、
地
域

の
祭
典
や
町
道
の
草
刈
り
作
業
、
念
仏
の
松
の
保
護
作
業
や
長
尾
記

念
誌
の
発
行
な
ど
を
活
発
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
ず
「
地
域
の
課
題
っ
て
何
？
」
か
ら
始
ま
り
、
最
後
に
は
「
自

分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
計
３
回
の
話
し
合
い
を
行
い
ま

し
た
。
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
女
性
の
方
も
若
者
も
参
加
者
全
員
が
発

言
し
、
様
々
な
観
点
か
ら
の
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　「
話
し
合
い
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
集
落
に
住
む
人
が
希
望
す
る
、

住
む
人
の
た
め
の
活
動
が
必
要
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。
」
と
町
内

会
長
の
八
鍬
國
昭
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　話
し
合
い
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
、
高
齢
者
困
り
事
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
と
人
命
救
助
講
習
会
を
昨
年
度
、
実
施
し
ま
し
た
。

　「
小
さ
な
町
内
会
で
は
一
人
ひ
と
り
に
か
か
る
負
担
が
大
き
く
な

り
ま
す
。
団
結
し
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
活
動
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
」
と
八
鍬
さ
ん
。

　５
月
５
日
は
熊
野
神
社
祭
典
。
リ
ア
カ
ー
に
乗
っ
た
御
神
輿
が
集

落
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
若
者
や
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
今

だ
か
ら
こ
そ
「
住
む
人
の
た
め
の
活
動
を
、
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し

ず
つ
行
う
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
4
月
29
日
、
舟
形
中
学
校
で
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
突
破
」
を
テ
ー

マ
に
、
綱
引
き
や
応
援
合
戦
な
ど
紅
青

両
軍
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

広報ふながた 24.5｜20
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空欄に文字を入れてください

で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ

　
　
　〜
長
尾
町
内
会

　話
し
合
い
活
動
〜

シリーズ　地域のちから その●69

人命救助講習会

話し合いの様子


